
□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

上記のとおり相違ないことを申告します。

令和　　　　年　　　　月　　　　日

届出者
氏名

電話番号

トレーラにブレーキがついていない、又は、最大安定傾斜角度の基準（30度又は35度）を満たしていない場合

□
保安上の制限を受けている自動車であることを示す標識▽及び運行速度を示すための表示「運行速度15km/ｈ以下」を
トラクター後面及び運転者席側の見やすい位置に表示している

運行速度15km毎時以下で道路走行する

トレーラの前面の所定の位置に、車幅灯及び前部反射器（白色）が取り付けられている

□
トレーラ後面の所定の位置に、テールランプ、ブレーキランプ、バックランプ、ウインカー及び
後部反射器（赤色の正立正三角形）が取り付けられている

大型特殊免許（農耕作業用自動車限定の大型特殊免許でも可）を所持している

□
車両総重量750㎏を超えるトレーラをけん引する場合、けん引免許（農耕作業用自動車限定のけん引免許でも可）を
所持している

トレーラ後面の見やすい位置に保安上の制限を受けてい
る自動車であることを示す標識▽を表示している

□
農耕トラクターの運転者席に、トレーラの全幅を表示してい
る

□
農耕トラクターの運転者席側及びトレーラ後面の見やすい
位置に全幅を表示している

トレーラの前後に外側表示板を設置している

農耕作業用トレーラ公道走行要件確認書

けん引式農作業機であり、連結部分はチェーン等の丈夫な装置でつないでいる（連結装置とは別途）

□
①　トレーラをけん引する農耕トラクターが単体で長さ4.7ｍ以下、幅1.7ｍ以下、高さ2.0ｍ以下であり、
　　 最高速度15km以下の場合

トレーラの前面の所定の位置に、前部反射器が取り付けられている

トレーラ後面の所定の位置に、後部反射器、ウインカーが取り付けられている

□
②　トレーラをけん引する農耕トラクターが単体で長さ4.7ｍ以下、幅1.7ｍ以下、高さ2.0ｍ以下、最高速度15km以下の
　　 要件を一つでも超える場合

小型特殊免許・普通免許を所持している

□ 農耕作業機を装着した状態の全幅が1.7ｍを超えている □
農耕作業機を装着した状態の全幅が2.5ｍを超えている
（※道路管理者から、特殊車両通行許可を得ている）

□ 農耕トラクターの左側にサイドミラーが取り付けられている

農耕トラクターの左側にサイドミラーが取り付けられている

□



●小型特殊自動車とは

特殊自動車の種類は、道路運送車両法施行規則第２条別表第1で定められおり、「農耕用」と「その他」に分類されます。
小型特殊自動車を所有している人は、公道走行の有無に関わらず、所有していれば課税の対象になります。

●農耕作業用トレーラの分類

農耕作業用トレーラは、被けん引車であることから、けん引車である農耕トラクターの公道走行時におけるけん引時の最高速度により区分さ
れます。
なお、車両の大きさ、排気量の制限はなく、「農耕作業用トレーラ」として、農耕トラクタとは別の自動車として取り扱われます。

けん引車（農耕トラクタ-）の種別 けん引時の最高速度 被けん引車（農耕作業用トレーラ）の種別 課税種別

小型特殊自動車 時速35km未満 小型特殊自動車 軽自動車税（種別割）

大型特殊車両
（けん引時の速度制限あり）

時速35km未満 小型特殊自動車 軽自動車税（種別割）

大型特殊車両
（上記以外）

時速35km以上 大型特殊自動車 固定資産税（償却資産）

担当部署 電話番号

　特殊車両通行許可申請について 　国土交通省道路局道路交通管理課 03-5253-8111

道路管理者　…　国道：地方整備局、都道府県道：各都道府県、市道：各市町村、農道：許可を得る必要はありません

栗原市内の市道を走行するための許可の申請に関するお問い合わせ先：建設部建設課（0228-22-1152）

　免許等その他の事項・全般的なことについて 　農林水産省生産局技術普及課 03-6744-2111

※公道走行の要件を満たした車両であるかについては、販売店や農林水産省ホームページにてご確認ください。

●特殊車両通行許可について

　軽自動車税の納税義務について 　総務省自治税法務局自動車税制企画室 03-5253-5663

　灯火器類・全幅・運行速度について 　国土交通省自動車局技術政策課 03-5253-8111

●農耕作業用トレーラについてのお問い合わせ先

お問い合わせ内容


